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　表紙　認定こども園なかよし　入園式

　４Ｐ　令和８年度「町民まちづくり活動応援事業」採択事業が決定しました

　６Ｐ　５月は固定資産税と軽自動車税の納付月です

１５Ｐ　妊婦のための支援給付金についてのお知らせ
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①勤務先　　　　　②出身地　　　　③趣味・特技
④浦臼町の印象　　⑤今後の抱負プロフィール

個人情報保護のため掲載を控えさせていただきます。
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更生保護女性会より　花壇の花植え参加協力のお願い

　更生保護女性会では、今年も国道沿いと奈井江大橋手前の花壇に花
植えを行います。ご都合が合えばぜひ一緒に参加してみませんか？出
入り自由で花壇１ヶ所の参加でも大歓迎ですので多くの町民の皆様の
ご協力をお待ちしております。
　日　程：６月４日（木）　
　時　間：８時～１１時頃まで
　場　所：国道沿い（鶴沼浦臼間）、奈井江大橋手前
　連絡先：副会長　鎌田　電話：０９０－２８１１－８１９６ （昨年の様子）

宮本　麻鈴さん
みやもと　　 ま りん

①浦臼町役場総務課企画係　　②帯広市
③音楽を聴くこと（JPOP・ロック）、カラオケ
④職員と町民の距離が近くて驚きました。そして皆さんとても親切です。
⑤北海道より派遣なので２年間という短い期間ではありますが、浦臼町のために精一杯頑張
りたいと思います。

N FACEEW
ニュー
 フェイス

今年度から浦臼町に着任・就職された方々を紹介します。

個人情報保護のため掲載を控えさせていただきます。
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おしらせおしらせ
令和８年度「町民まちづくり活動応援事業」採択事業が決定しました

　町では、町民のみなさんが主体となって取り組む、個性あふれるまちづくり活動を支援しています。今年
度は４事業の応募があり、過日開催された福祉の町づくり委員会において、プレゼンテーション審査会が行
われました。
　採択された４事業をご紹介します。

※掲載内容や実施日は現時点での予定であり、変更となる場合があります。

◇本事業は、町民のみなさんが自ら主体となって行う地域の活性化や福祉向上などの活動に対し、経費の一
　部を補助するものです。採択された４つの事業は、今後町内で順次展開されていきます。
◇活動の詳細や最新情報は随時広報紙や町公式ＳＮＳ等でお知らせしていきますので、どうぞご注目くださ
　い。

お問い合わせ　総務課企画係　電話：０１２５－６８－２１１１

①浦臼大収穫ハロウィンパーティ
【浦臼大収穫ハロウィンパーティ実行委員会】

②浦臼町桜ヶ丘公園及び各地区桜植樹計画
【浦臼さくらの会】

　子どもからシニアまで楽しめるハロウィンイベ
ントを今年も開催！町の新米や特産品を味わうパ
ーティ、ちびっこ仮装行列や仮装コンテストを開
催し、世代を超えて交流します。地域住民の交流
で活気あふれる町を目指すこのイベント。みんな
で秋の思い出を作りましょう。

◇実施日：１０月３１日（土）

　１００年後の未来へ美しい桜を！今年で２年目
を迎えた桜ヶ丘公園の桜の植樹・育成プロジェク
トです。苗木の保護や冬囲いを行い、大切に育て
ます。町民による桜の植樹を推進し、緑豊かな環
境を守り育てる取組です。美しい桜の木々を一緒
に育てていきましょう。

◇実施日：通年（４月～３月）

③絵本読み聞かせ＆講演会
【絵本遊びの会】

④浦臼ワインを楽しむ会
【浦臼ワインを楽しむ会】

　今年は８月に絵本作家宮西達也氏をお招きし、
読み聞かせ講演会を開催します！大人気「おまえ
うまそうだな」シリーズの朗読に加え制作秘話も
伺います。絵本セラピストによる絵本セラピーも
実施し、大人も心満たされるひとときをお届けし
ます。また、１０月は大人向けの特別な会もあり
ます。ぜひご参加ください。

◇実施日：８月７日（金）・１０月３０日（金）

　浦臼産ぶどうで造られたワインと地元食材を使
用した料理を共に味わうイベントを開催します。
ワインエキスパートの解説を聞きながら、ワイン
と料理のマリアージュを楽しむ贅沢なひとときで
す。町の魅力を再発見する時間を一緒に過ごしま
しょう。ぜひみなさんのご参加をお待ちしていま
す。

◇実施日：６月２７日（土）
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informationinformation
浦臼町「集い・語らい出張トーク」

浦臼ワインを楽しむ会よりお知らせ

　町長がみなさんの活動の場まで出向き、まちづくりなどのご意見をお聴きします。日頃の活動や生活する
中で感じている町への思いを、直接町長に話してみませんか。
　みなさんのこの町に対する思いを受けとめ、情報共有による協働のまちづくりを推進し、町政に対する理
解を深めていきたいと考えています。
　お気軽にお申し込みください。

お問い合わせ　総務課企画係　電　話：０１２５－６８－２１１１
　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０１２５－６８－２２８５

■対象者
　・町内に住所を有する方、町内で働いている方または学ぶ方で構成する５名以上の団体・グループ。
　　（注）同一団体・グループによる申込みは年１回とします。
■開催について
　・まちづくり全般において町長と意見交換が行えます。
　・開催する会場の用意並びに費用負担につきましては、申請者にてお願いします。
　・開催時間は９時から２１時までの間とし、１回あたり２時間以内とします。
■次のいずれかに該当すると認められるときは、お断りすることがあります。
　・公序良俗を阻害するおそれのあるもの。
　・政治、宗教又は営利を目的とした催しを行うおそれがあるとき。
　・天災その他の事由により日程調整が困難なとき。
　・申込み内容に虚偽があったとき。
　・その他本目的に反すると認められるもの。
■申込みについて
　・申込みをする場合は、開催日の１０日前までに浦臼町「集い・語らい出張トーク」申込書を総務課
　　企画係へ提出してください。
　・申込書は総務課企画係にあります。また、役場ホームページにも掲載していますので
　　ダウンロードすることもできます。
　・申込み後、受託・不受託通知書を送付します。
　・申込み後、内容に変更が生じたときは、直ちにご連絡ください。

町長と話してみませんか？

（町ホームページ）

宇都宮ヴィンオード
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５月は固定資産税と軽自動車税の納付月です

　５月は【固定資産税（第１期）】と【軽自動車税】の納付月です。
　５月１１日（月）発送の納付書で、納期限までに納付してください。すでに口座振替による納付をご利用
の場合は、納期限の日に引き落とします。
　やむを得ない理由によって期限内の納付が困難となったときは、納期限の日以前に必ず役場税務係までご
相談ください。

　※固定資産税の今後の納付月は７月（第２期）、９月（第３期）、１１月（第４期）です。
　※軽自動車税の納付月は５月のみです。
　※住民税は６月上旬、国民健康保険税は７月上旬に納税通知書を発送いたします。

【税目ごとの振替口座登録について】
　今までは住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税をまとめて口座振替を行っていましたが、令
和８年度からは税目ごとに口座を分けて登録することが可能になります。
（税目ごとの振替口座の登録は改めて金融機関への届け出が必要です。）

【ＱＲコードによる納付について】
　令和８年度から納付書にＱＲコードが記載されます。
　ご自身のスマートフォンなどで読み取り、クレジット
カード、インターネットバンキング、スマートフォンの
決済アプリなどでお支払いが出来るようになります。
※支払方法によって手数料などが発生する場合があります。
※詳しくは「地方税お支払サイト」をご確認ください。
　
○納税通知書の再発行について
　確定申告時期等に納税通知書の再発行を希望される方がいらっしゃいますが、納税通知書の交付は税を賦
課するという「処分」であるため、再度行うことはできません。
　受領された納税通知書は大切に保管してください。

お問い合わせ　住民課税務係　電話：０１２５－６８－２１１２

　口座振替を利用していない方の軽自動車税の納税通知書は車両ごとに１通ずつ発行となります。また
車検が必要な車両の場合、納税通知書の一部が車検用の納税証明書になりますので、大切に保管してく
ださい。

納期限 ６月１日（月）まで

≪詳しくは最寄りの当金庫本支店までお問い合わせください。≫

当金庫で年金をお受け取りいただいている方、
新規でお手続き中の方向けのおトクな定期預金です。

お取扱い中！！

                                                            浦臼支店 ℡ (0125)68-2011

ほくもん年金優遇定期預金「ふれあい」「ふれあい」
有料広告

!軽自動車税の納税通知書・車検用納税証明書について

（地方税お支払いサイトＱＲコード）
https://www.payment.eltax.lta.go.jp
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第１回定例会は３月３日から１７日まで開催し、議員５名から一般質問がありましたの
で、内容を要約し報告します。

令和８年 第１回浦臼町議会定例会 一般質問
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。
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４
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、
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備
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。
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応
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光
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Ｑ
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め
の
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①
文
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審
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習
指
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要
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で
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整
授
業
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度
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討
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て
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る
。
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臼
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踏
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。
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、
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間
状
況
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年
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視
し
、

教
育
長
答
弁

Ａ



　
中
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。
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の
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。
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市
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行
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て
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。
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①
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れ
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替
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通
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。

　
代
替
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と
し
て
の
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に

は
、
現
運
行
事
業
者
の
協
力
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不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１

月
29
日
に
本
町
を
含
め
た
１
市

２
町
と
運
行
事
業
者
が
集
ま
り
、

奈
井
江
駅
か
ら
砂
川
駅
の
区
間

に
お
い
て
乗
降
可
能
な
停
留
所

の
増
設
を
要
請
し
、
前
向
き
に

検
討
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
。

③
今
後
の
協
議
事
項
は
、
料
金

体
系
や
運
行
ダ
イ
ヤ
、
停
留
所

の
設
置
箇
所
、
運
行
経
費
に
係

る
負
担
割
合
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
利
用
者

へ
の
周
知
や
運
行
事
業
者
の
認

可
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
る

た
め
、
10
月
か
ら
の
運
行
開
始

令
和
12
年
度
の
全
面
実
施
ま
で

継
続
か
、
更
に
中
学
校
へ
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

②
現
在
、
中
学
校
で
は
学
年
担

任
制
を
と
っ
て
い
て
、
１
年
生

は
３
名
、
２
年
生
は
特
別
支
援

学
級
も
含
め
５
名
、
３
年
生
は

３
名
と
い
う
複
数
の
教
員
で
学

年
全
体
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
複
数
担
任
制
等

の
対
応
を
し
て
い
な
い
が
、
専

科
に
よ
る
加
配
、
特
別
支
援
担

当
教
員
を
２
名
、
町
費
で
の
補

助
教
員
２
名
及
び
学
習
支
援
員

２
名
を
配
置
し
て
い
る
。
６
学

級
に
対
し
て
13
名
の
教
職
員
、

管
理
職
も
含
め
る
と
15
名
で
組

織
的
に
対
応
し
て
い
る
。

③
年
に
１
度
砂
川
市
の
栄
養
教

諭
に
よ
る
学
校
訪
問
が
あ
り
、

指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
砂
川
市
と
の
協
議
は
、
年
に

２
回
「
砂
川
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
、
給
食
の
内
容
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
と
給
食
の

内
容
や
質
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
に
は
必
要
な
栄
養
摂

取
量
の
目
安
が
あ
り
、
そ
れ
に

議会だより No.194

町
営
バ
ス
事
業

質
　
問

Ｑ

砂場議員

町
長
答
弁

Ａ

基
づ
き
栄
養
教
諭
等
が
献
立
を

決
定
し
て
い
る
の
で
、
質
に
つ

い
て
は
常
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

食
材
は
な
る
べ
く
地
元
食
材
を

使
い
、
寄
附
採
納
品
や
季
節
の

旬
の
も
の
を
使
う
な
ど
工
夫
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
給

食
費
で
賄
い
き
れ
な
い
金
額
は

市
町
が
負
担
し
て
い
る
。

に
向
け
て
札
幌
運
輸
支
局
や
空

知
総
合
振
興
局
、
関
係
市
町
、

運
行
事
業
者
と
と
も
に
、
早
急

に
協
議
を
進
め
て
い
く
。

公
設
塾
設
置

質
　
問

Ｑ

髙田議員

　
浦
臼
町
で
は
学
習
塾
が
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
近
隣
の
町
で
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
講
師
と
な
り
、
小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に

塾
を
運
営
し
て
い
る
。
家
庭
学

習
の
時
間
が
少
な
い
な
ど
、
自

主
学
習
の
術
を
知
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
に
「
自
ら
学
ぶ
力
を
育

て
育
む
サ
ポ
ー
ト
」
を
行
う
た

め
に
開
設
し
た
。

　
町
で
は
「
浦
臼
町
子
ど
も
広

場
」
を
実
施
し
て
い
て
、
そ
の

中
で
公
設
塾
を
開
設
す
る
方
法

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
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な
が
る
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

　
現
在
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
児
童
生
徒
全
員
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て
い

て
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
な
ど
自
主
的

な
学
習
に
利
用
で
き
る
ソ
フ
ト

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学

習
内
容
や
結
果
は
教
員
が
容
易

に
確
認
で
き
る
仕
様
と
な
っ
て

い
て
、
授
業
時
間
以
外
の
自
主

的
な
学
習
環
境
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
以
前
、
浦
臼
町
総
合
教
育
会

議
で
公
設
塾
の
設
置
に
つ
い
て

協
議
し
た
経
過
が
あ
る
が
、
教

育
委
員
か
ら
学
力
の
底
上
げ
に

は
学
校
へ
の
補
助
教
員
や
学
習

支
援
員
の
設
置
が
望
ま
し
い
と

の
要
望
を
受
け
、
現
在
も
継
続
、

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
児

童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
に
慣

れ
更
な
る
活
用
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
一
層
の
底
上
げ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
公
設
塾
の
有
用
性

自
体
は
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
開

設
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
と

も
に
検
討
を
続
け
て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ

道
の
駅
の
取
組

　
令
和
８
年
度
、
道
の
駅
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
今
年
度
実
施
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
基
本
構
想

を
は
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
基
本
構
想
、
事
業
規
模
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

②
財
源
確
保
の
目
処
は
で
き
て

い
る
の
か
。

③
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た

事
業
者
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
検
討

を
開
始
し
て
か
ら
十
数
年
が
経

過
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
物

価
高
騰
に
伴
う
建
設
費
の
増
大

な
ど
、
施
設
整
備
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

　
令
和
７
年
度
に
は
、
町
民
、

質
　
問

Ｑ

生
産
者
、
関
係
団
体
、
出
店
者

な
ど
の
参
加
に
よ
る
意
見
交
換

会
を
２
回
開
催
し
、
施
設
機
能

の
配
置
や
必
要
面
積
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
２
回
開
催
し
た
。

①
基
本
構
想
は
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
活
か
し
た

農
産
物
直
売
所
を
中
心
に
据
え

つ
つ
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値

化
を
図
る
た
め
の
農
産
物
加
工

施
設
を
併
設
し
食
や
体
験
、
滞

在
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
農
で

稼
ぐ
施
設
を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
民
や
生
産
者
、
関

係
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
交

流
す
る
場
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
と

の
交
流
を
通
じ
て
関
係
人
口
の

増
加
や
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
つ
な
が
る
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
事
業
規
模
は
、
道
の
駅
と
農

産
物
加
工
施
設
、
豆
腐
工
場
を

併
設
し
た
施
設
を
想
定
。
外
構

は
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
と
し
て
一

般
車
両
が
約
１
１
３
台
、
大
型

車
両
が
６
台
、
車
中
泊
ス
ペ
ー

ス
４
台
、
Ｅ
Ｖ
充
電
用
１
台
、

従
業
員
用
５
台
の
計
１
２
９
台

で
計
画
し
、
こ
れ
に
係
る
建
設

費
は
約
14
億
４
０
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。
正
確
な
建

設
費
は
、
令
和
８
年
度
の
実
施

設
計
が
完
了
し
た
後
と
な
る
。

②
財
源
は
、
地
域
未
来
投
資
促

進
法
に
基
づ
く
地
域
未
来
交
付

金
の
活
用
を
想
定
し
、
交
付
申

請
を
行
っ
て
い
る
。

③
締
結
し
た
地
域
活
性
化
・
産

業
の
振
興
に
係
る
包
括
連
携
協

定
に
基
づ
き
、
道
の
駅
の
柱
と

な
る
特
産
品
の
選
定
な
ど
に
つ

い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
事
業
費
14
億
４
０
０
万
円
の

資
金
調
達
の
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
地
域
未
来
交
付
金
は
２
分
の

１
補
助
で
、
14
億
円
の
う
ち
約

７
億
円
が
地
域
未
来
交
付
金
の

補
助
対
象
額
に
な
り
、
残
り
の

７
億
円
余
り
に
つ
い
て
は
過
疎

債
の
充
当
を
考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ

町
長
再
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ

土屋議員

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
見
た

浦
臼
町
の
魅
力

①
ふ
る
さ
と
納
税
額
に
つ
い
て
、

直
近
３
年
間
の
推
移
は
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
た
め
の
取

り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
な
事
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

③
道
内
で
返
礼
品
が
重
複
し
て

い
る
中
、
浦
臼
町
が
独
自
性
を

出
す
た
め
に
何
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
の
か
。

④
浦
臼
町
を
応
援
し
て
も
ら
う

為
の
魅
力
は
何
だ
と
町
と
し
て

考
え
て
い
る
か
。

①
納
税
額
の
３
年
間
の
推
移
は
、

申
込
で
令
和
５
年
度
が
４
１
２

８
万
円
、
令
和
６
年
度
が
２
億

９
２
３
２
万
円
、
令
和
７
年
度

は
４
２
０
０
万
円
の
見
込
み
。

②
取
り
組
み
と
し
て
提
供
事
業

者
数
や
返
礼
品
数
及
び
寄
附
サ

イ
ト
数
の
拡
充
を
実
施
し
、
こ

の
２
年
間
で
事
業
者
数
は
３
件

町
長
答
弁

Ａ



は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

て
、
集
客
戦
略
と
し
て
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。
車
中
泊
ス
ペ

ー
ス
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
町

民
有
志
か
ら
望
む
声
が
あ
っ
た

た
め
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

①
出
店
者
の
中
に
は
工
事
中
、

休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
店
を
続
け

た
い
と
い
う
方
も
い
る
。
施
設

の
改
修
等
も
含
め
考
え
て
は
。

②
温
泉
や
休
養
村
セ
ン
タ
ー
は

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

①
保
健
所
等
も
絡
む
問
題
に
な

る
の
で
、
ま
ず
は
休
養
村
自
体

が
活
用
で
き
る
の
か
確
認
し
、

本
人
立
ち
会
い
の
下
で
現
場
を

見
て
い
た
だ
く
な
ど
前
向
き
な

形
で
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
休
養
村
は
昭
和
50
年
築
で
耐

震
の
問
題
が
あ
り
、
温
泉
も
躯

体
的
に
弱
っ
て
い
る
た
め
、
そ

こ
の
経
過
も
含
め
今
後
相
談
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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増
の
14
件
に
、
返
礼
品
数
は
数

量
等
の
違
い
も
含
め
93
品
か
ら

２
９
９
品
に
、
サ
イ
ト
数
は
連

携
サ
イ
ト
を
含
め
12
件
増
の
17

件
と
な
り
、
現
在
は
町
外
事
業

者
の
参
画
も
調
整
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
２
件

の
サ
イ
ト
で
希
望
者
へ
無
償
に

て
毎
月
１
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
配
信
、
う
ち
１
サ
イ
ト
内

で
は
有
償
の
検
索
連
動
型
広
告

を
運
用
し
、
費
用
対
効
果
は
１

４
０
０
％
超
の
結
果
が
得
ら
れ

た
の
で
今
年
度
も
同
様
に
取
り

組
み
、
特
に
寄
附
申
込
が
増
加

す
る
９
月
及
び
12
月
で
の
ア
ピ

ー
ル
を
強
化
す
る
。

　
な
お
、
寄
附
サ
イ
ト
の
表
示

だ
け
で
は
情
報
発
信
不
足
と
認

識
し
て
い
て
、
企
画
係
や
商
工

観
光
係
と
連
携
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ

と
併
せ
て
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

認
知
活
動
を
強
化
す
る
。

③
返
礼
品
重
複
は
事
実
で
あ
り
、

「
浦
臼
町
な
ら
で
は
」
を
強
く

打
ち
出
す
も
の
と
し
て
は
鶴
沼

ワ
イ
ン
や
、
キ
ン
グ
メ
ル
テ
ィ

ー
な
ど
が
あ
る
。
特
産
品
に
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
背
景
が
あ
る

の
で
、
類
似
や
重
複
返
礼
品
と

の
差
別
化
を
図
り
、
認
知
向
上

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

④
浦
臼
町
を
応
援
し
た
く
な
る

「
価
値
」
を
寄
附
者
に
示
す
こ

と
で
あ
り
、
寄
附
金
が
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
を
具
体

的
か
つ
透
明
性
高
く
報
告
・
発

信
す
る
こ
と
で
「
返
礼
品
」
で

の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
「
い

つ
か
は
浦
臼
町
へ
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
フ

ァ
ン
獲
得
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
今
後
は
現
地
体
験
型
返
礼
品

の
導
入
検
討
の
ほ
か
、
本
年
度

上
期
に
は
後
納
型
納
税
も
開
始

予
定
で
あ
り
、
新
た
に
飲
食
店

等
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
浦
臼

町
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

柴田議員

道
の
駅
新
駅
舎

建
設
計
画
に
つ
い
て

①
町
や
町
民
主
催
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
、
実
施
設
計
に
ど

う
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

②
野
菜
販
売
や
食
品
加
工
の
各

ブ
ー
ス
の
運
営
方
法
は
。

③
現
在
営
業
さ
れ
て
い
る
店
舗

へ
の
対
応
は
。

④
指
定
管
理
方
式
を
採
用
し
た

場
合
の
年
間
維
持
費
は
。

⑤
駐
車
場
に
つ
い
て
、
現
在
の

グ
リ
ー
ン
帯
（
バ
ス
停
留
所
と

道
の
駅
駐
車
場
の
間
に
あ
る
緑

地
帯
）
は
見
え
や
す
さ
や
車
の

出
入
り
の
安
全
性
に
お
い
て
不

必
要
と
考
え
る
が
。

⑥
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
車
中
泊
の
ス

ペ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
根
拠
と
Ｅ
Ｖ
充
電

施
設
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

①
町
民
、
生
産
者
、
関
係
団
体
、

出
店
者
に
参
加
い
た
だ
き
意
見

交
換
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
多
く
の
意
見
を
頂
戴

し
た
。
農
産
物
直
売
所
機
能
を

中
心
と
し
た
販
売
機
能
、
地
元

食
材
を
活
か
し
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等
の
飲
食

機
能
、
清
潔
な
ト
イ
レ
や
ゆ
っ

く
り
休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
等

の
施
設
機
能
、
子
ど
も
連
れ
で

も
利
用
し
や
す
い
空
間
や
町
民

や
来
訪
者
も
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
交
流
の
場
な
ど
の
滞
在
機

能
の
四
つ
の
分
野
に
関
す
る
内

容
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
ま

た
、
住
民
有
志
か
ら
「
道
の
駅

に
関
す
る
住
民
意
見
書
」
の
提

出
が
あ
り
、
農
の
魅
力
を
発
信

す
る
加
工
所
の
併
設
な
ど
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
農
産
物
・
加
工
品
の
販
売
に

つ
い
て
は
委
託
販
売
方
式
と
す

る
予
定
。
各
ブ
ー
ス
は
テ
ナ
ン

ト
方
式
を
検
討
し
て
い
る
。

③
工
事
に
よ
り
旧
道
の
駅
側
が

全
面
使
え
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

各
出
店
者
と
今
後
の
営
業
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
て
、
休

業
補
償
で
の
対
応
か
仮
店
舗
営

業
へ
の
支
援
等
を
考
え
て
い
る
。

④
道
の
駅
は
指
定
管
理
方
式
で

の
運
営
を
考
え
て
い
る
。
総
合

的
な
収
支
の
見
通
し
を
立
て
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
極
力
発

生
さ
せ
な
い
施
設
設
計
に
努
め

て
い
く
。

⑤
グ
リ
ー
ン
帯
は
撤
去
す
る
予

定
で
、
道
路
管
理
者
の
北
海
道

開
発
局
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

⑥
近
年
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
併
設

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ
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審議 された 事件 結果と

専決処分した事件の承認されたもの
◆令和７年度浦臼町一般会計補正予算（第８号）

第１回浦臼町議会定例会〔３月３日～１７日開催〕

令和７年度予算の補正されたもの

※補正予算の審議のみ行い、可決されました。

第１回浦臼町議会臨時会〔１月１６日開催〕

会計名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（ 第 ７ 号 ）

45億9351万2000円�
（1930万円）町税等還付金� 1930万円

一 般 会 計
（ 第 ８ 号 ）

45億9731万1000円�
（379万9000円）衆議院議員選挙費� 379万9000円

一 般 会 計
（ 第 ９ 号 ）

44億219万5000円�
（△1億9511万6000円）

基金積立金� 2836万9000円
ガバメントクラウド利用料� △1727万7000円
ＪＲ橋梁撤去工事� △1180万円
ふるさと納税関連費用� △2797万2000円
町立診療所解体工事・新築等工事� △2330万6000円
道路維持補修工事� △1237万8000円

一 般 会 計
（ 第 １ ０ 号 ）

（地方債の補正）	
過疎地域持続的発展特別事業� 限度額　4320万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
（ 第 ４ 号 ）

1億2186万4000円�
（104万円）

財政調整基金積立金� 317万9000円
国民健康保険分賦金� △62万1000円

後期高齢者医療
（ 第 ３ 号 ）

6004万8000円�
（△1000円）保険料等負担金� 44万4000円

条例等の審議と結果
◆浦臼町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について　―可決―
◆浦臼町過疎地域持続的発展市町村計画について　―可決―
◆浦臼町太陽光発電事業と地域との共生に関する条例の制定について　―可決―
◆浦臼町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について　―可決―
◆浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆指定管理者の指定について
　次の施設について、指定管理者を指定しました。（期間：令和８年４月１日～令和１３年３月３１日）
　・浦臼町立診療所　　　医療法人社団　ちむぐくる（代表者　仲泊　正守）
　・浦臼町歯科診療所　　医療法人社団　天祐会（代表者　渡邉　祐也）
◆固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて
　任期満了により、次の者を任命することに同意しました。
　・森川　勇樹氏

［請願書］
○生産現場に寄り添った農業政策を求める意見の請願書（請願第１号）　ー採択ー
　・請願者　　浦臼町農民協議会　委員長　清水　英男
　・紹介議員　静川　広巳
［意見書］
原案のとおり採択し、関係各省庁に提出しました。
○生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書

請願書・意見書
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Ａ

委
員
会
報
告

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
浦
臼
町
長
等
の
給
与

に
関
す
る
特
例
措
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

浦
臼
町
一
般
会
計
予
算
、
浦
臼

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
、
浦
臼
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
、
浦
臼
町
下
水

道
事
業
会
計
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

は
総
額
37
億
９
３
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
比
３
億
３
２
０
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年
比

22
・
９
％
増
の
２
億
２
４
５
２

万
６
０
０
０
円
、
地
方
交
付
税

が
前
年
比
11
・
３
％
増
の
16
億

７
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
米
穀
乾
燥
調
整

施
設
低
温
倉
庫
改
修
事
業
、
道

の
駅
新
駅
舎
実
施
設
計
、
道
の

駅
駅
舎
等
解
体
事
業
、
小
・
中

学
校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
事
業
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
等

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
人
件
費
、

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
な

ど
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
の
影

響
も
あ
り
、
的
確
な
予
算
執
行

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、

長
期
的
な
計
画
を
持
っ
て
財
政

運
営
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

　
以
下
、
各
委
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
を
申
し
添
え
る
。

・
こ
こ
数
年
、
農
家
所
得
の
変

動
が
大
き
く
、
令
和
７
年
産
米

の
価
格
高
騰
を
反
映
し
て
所
得

の
伸
び
が
大
き
く
な
り
、
そ
れ

に
よ
り
令
和
９
年
度
に
地
方
交

付
税
が
減
少
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
将
来
を
見
据
え

備
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

・
昨
年
、
福
祉
バ
ス
車
両
を
廃

車
に
し
て
い
る
。
レ
ン
タ
カ
ー

な
ど
を
利
用
し
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
学

校
が
利
用
す
る
こ
と
も
含
め
て

今
後
、
事
業
形
態
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。

・
産
業
廃
棄
物
処
理
費
用
の
本

町
負
担
に
つ
い
て
は
昨
年
も
改

善
に
係
る
意
見
が
出
た
が
、
料

金
の
見
直
し
や
利
用
し
て
い
る

自
治
体
か
ら
の
費
用
負
担
の
検

討
を
求
め
る
。（

中
川
委
員
長
）

　
委
員
会
は
多
く
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
事
業
の
補
助
率
に
つ

い
て
、
50
％
か
ら
１
０
０

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
緯
は
。

燃
料
費
や
人
件
費
等
の
経

費
が
か
な
り
高
く
な
っ

て
き
て
い
て
、運
行
事
業
者
の

申
し
入
れ
も
あ
り
、乗
合
タ
ク

シ
ー
を
維
持
し
て
い
く
に
は
町

と
し
て
支
援
が
必
要
と
判
断
し
、

補
助
率
を
上
げ
て
対
応
し
て
い

る
。　�

〈
総
務
課
長
〉

ＱＡ 乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
補
助
金

防
災
用
資
機
材
購
入
で
計

上
し
て
い
る
２
１
２
万
円

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
。

既
存
の
発
電
機
を
つ
な
ぐ

設
備
が
な
い
施
設
用
と
し

て
、キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
エ
ン
ジ

ン
タ
イ
プ
の
発
電
機
を
２
台
、

ま
た
、避
難
所
の
暖
房
用
と
し

て
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
を
１
台

購
入
す
る
予
定
。�〈
総
務
課
長
〉

Ｑ 防
災
用
資
機
材
の
購
入

会　計　名 予　算　額 前年度比 予算の主なもの

一 般 会 計 37億9300万円 △8.0%

教育関係� 1億4188万2000円
産業関係� 6億2947万円
福祉関係� 5億6247万円
建設関係� 5億4485万6000円
生活・防災・まちづくり関係� 4億4147万1000円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億2680万円 12.0% 国民健康保険分賦金� 9656万4000円
後期高齢者医療 7210万円 48.4% 保険料等負担金� 6332万円

令和８年度各会計予算を決定しました

下
水
道
事
業
会
計

収　　入 支　　出
収益的収入� 1億1415万6000円 収益的支出� 8517万8000円

営業収益� 1840万円
営業外収益� 9575万6000円

営業費用� 8183万6000円
営業外費用� 284万2000円
予備費� 50万円

資本的収入� 640万円 資本的支出� 5126万6000円
企業債� 470万円
他会計補助金� 170万円

建設改良費� 533万6000円
企業債償還金� 4593万円

一般会計は前年度から８. ０％減の３７億９３００万円
　３月９日・１０日に予算審査特別委員会を開き、令和８年度浦臼町各会計歳入歳出予算などを審査しま
した。
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除
雪
対
策
費
は
昨
年
か
ら

約
９
７
０
万
円
増
額
し
て

い
る
。
物
価
高
騰
も
あ
る
と
理

解
す
る
が
、
人
の
確
保
に
つ
い

て
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、

昨
年
当
初
は
１
人
足
り
な

い
状
況
で
、そ
の
後
１
人
増
員

し
て
除
雪
体
制
を
維
持
し
て
い

た
。来
年
度
以
降
の
体
制
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

�

〈
建
設
課
長
〉

ＱＡ 除
雪
対
策

小
中
学
校
で
の
福
祉
バ
ス

利
用
に
つ
い
て
、
登
下
校

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
修
学
旅

行
等
で
利
用
す
る
の
は
わ
か
る

が
、
学
習
時
間
内
に
行
わ
れ
る

ス
キ
ー
学
習
等
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
使
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

歌
志
内
や
美
唄
な
ど
遠
く

に
行
く
と
き
に
、１
年
生

の
帰
り
の
時
間
と
被
る
場
合
な

ど
は
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
。ま
た
、人
数
的
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
だ
と
子
ど
も
た
ち
が
全

員
乗
れ
な
か
っ
た
り
、ス
キ
ー

ＱＡ 福
祉
バ
ス
事
業

が
積
め
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

大
き
め
の
バ
ス
を
借
り
て
い
る
。

�

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〉

昨
年
ふ
れ
あ
い
号
が
故
障

し
、
今
後
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
バ
ス
は
購
入
せ
ず
申
込

み
の
都
度
バ
ス
を
借
り
上
げ
る

形
に
な
る
が
、
申
込
み
人
数
に

よ
り
バ
ス
の
種
類
が
変
わ
る
う

え
、
借
上
料
も
昨
年
よ
り
値
上

が
り
し
て
い
る
。
バ
ス
の
購
入

や
各
団
体
が
借
り
上
げ
た
バ
ス

代
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
方
法

も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
中
で

来
年
度
も
こ
の
事
業
は
行
う
の

か
。

福
祉
バ
ス
の
方
式
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
、

今
回
提
案
し
た
方
式
が
コ
ス
ト

的
、事
務
的
、そ
し
て
事
業
の
継

続
性
と
い
う
意
味
で
も
ベ
タ
ー

だ
と
判
断
し
た
。

　
た
だ
、人
件
費
や
燃
料
費
な

ど
の
経
費
が
上
が
る
中
、同
じ

よ
う
に
継
続
で
き
る
か
は
そ
の

時
々
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
な

る
。新
年
度
に
つ
い
て
は
こ
の

方
式
で
行
う
が
、再
来
年
度
以

降
は
そ
の
時
点
で
の
状
況
を
元

に
判
断
し
て
い
く
。�

〈
町
長
〉

ＱＡ

議会の流れ

◎議会運営委員会
　２月２４日　　・令和８年第１回定例会の運営について
　３月　５日　　・令和８年第１回定例会２日目の運営について
◎全員協議会
　１月１６日　　・補正予算について
　２月１３日　　・新年度予算について
　　　　　　　　・条例の改定及び制定について
　　　　　　　　・防災マネージャーの人事について
　３月　３日　　・令和８年第１回定例会について
　　　　　　　　・浦臼町過疎地域持続的発展市町村計画の変更及び策定について
　　　　　　　　・浦臼町教育大綱の策定（改定）について
　　　　　　　　・教育課程柔軟化サキドリ研究校の指定について
　３月１７日　　・令和８年第１回定例会２日目について
　　　　　　　　・一般会計補正予算（第１０号）について
　　　　　　　　・北海道との人事交流について
　４月１０日　　・浦臼町立診療所について
◎議会広報特別委員会
　４月　９日　　・議会だより第１９４号の編集
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総務産業常任委員会報告

〈概　要〉
　令和７年度、教育ＤＸ推進事業によりＧＩＧＡスクールタブレット更新、ミライシード（ＡＩ
ドリル）導入、公務ＤＸ（公務パソコン更新及び公務支援システムのクラウド化）及び令和６年
度導入の電子黒板の現状について、浦臼小学校において教育委員会、浦臼小学校校長及び教頭よ
り説明を受けた後、６年生社会科の授業参観を行った。
①ＧＩＧＡスクールタブレット、電子黒板の活用状況
　低学年では、画像を見たりＷｅｂページを開いての授業や、朝学習でのローマ字タイピングの
練習などに活用、高学年では学習の振り返りやグラフの作成、さらに意見や感想を打ち込みクラ
ス全員で共有するなど多角的に活用している。
　電子黒板との連携では、デジタル教科書内の音声や画像、動画等を画面に表示している。また、
教師用のパソコン、タブレットからの画像や動画も電子黒板に表示している。児童がタブレット
で作成したものも電子黒板の画面上で共有し、文字入力による説明を加えることで、授業がより
わかりやすくなるように工夫している。
②ミライシード（ＡＩドリル）の活用状況
　朝学習における活用や、学習内容の理解を深めるために授業の終末で活用している。特別支援
学級を中心に、定着が不十分なところを遡って学習するために活用している。
③公務ＤＸの現状
　今回の公務用パソコンは、更新によってノート型パソコンになり持ち運びができるようになっ
た。また、クラウド化されたことで、職員室だけではなく各教室などどこからでもアクセスが可
能になり、長期休業中に出勤できない場合でも自宅でパソコンを利用できるとともに、ＵＳＢな
どの外部端末にデータを保存しないため個人情報の保護にもつながっている。
　児童の出欠状況や朝の健康観察結果などのスプレッドシートをクラウド上に置くことで、校内
どこからでも教師用タブレットで内容を確認でき、働き方改革につながっている。
〈考　察〉
・ミライシードは６０か月の契約となっている。児童生徒の学力向上に資するよう有効活用を望
む。
・校務ＤＸに関するセキュリティー対応について、クラウド化はされているが、個人情報が含ま
れているものであり慎重な取り扱いを望む。
・教員の在宅勤務について、学校での勤務とのバランスに配慮願いたい。
・電子黒板については、タブレットとの連携を図りながら使用されている。今後も学力向上に資
するよう有効活用願いたい。

○学校におけるＩＣＴの活用状況〈調査日１月２８日〉



令和８年度「虹の会」（ひきこもり家族交流会）について

日　　時　毎月第２金曜日（８月除く）１３時３０分～１５時３０分
場　　所　滝川市まちづくりセンター「みんくる」
　　　　　〔住所〕滝川市栄町３丁目６番２８号
対 象 者　ひきこもり問題を抱えるご家族で、同じ境遇の家族と話したい、心配ごとや悩みごとを相談した
　　　　　いと思っている方　
内　　容　（１）家族同士の意見交換による交流
　　　　　（２）他機関が行うひきこもりに関する講演会等の情報提供
　　　　　※本交流会は、匿名参加でもかまいません。秘密は厳守します。
申込方法　初回参加希望の方は、事前に保健所へお申し込みください。

お問い合わせ　北海道滝川保健所健康推進課健康支援係
　　　　　　　電話：０１２５－２４－６２０１　ＦＡＸ：０１２５－２３－５５８３

妊婦のための支援給付金についてのお知らせ

　すべての妊婦・子育て家庭がより安心して出産・子育てができるよう、経済的支援を行っています。

（１）対象者
　　　浦臼町に住民票がある妊婦の方
　　　※医師による胎児心拍の確認が必要となります
　　　※流産や死産等された場合においても対象となります
（２）給付金額
　　　１回目（妊娠の届出があった方）：５万円
　　　２回目（胎児の数の届出があった方）：胎児（こども）の数×５万円
（３）申請方法
　　　①妊娠届出時に「妊婦給付認定申請書」を記入していただきます。
　　　②出生届提出後、「胎児の数の届出書」を記入していただきます。
　　　※書類は保健センターにあります。
（４）申請期限
　　　１回目：妊娠が確定した日から２年を経過する日まで
　　　２回目：出産予定日の８週前から２年を経過する日まで

申請・お問い合わせ　福祉課子育て支援係（保健センター内こども家庭センター）
　　　　　　　　　　電話：０１２５－６９－２１００
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　５月２７日（水）下記の場所で北海道赤十字血液センターによる献血が行われます。
　特に４００㎖の血液が大変不足しております。ご理解とご協力をお願いいたします。

浦臼町役場　　１０時００分 ～ １１時３０分

お問い合わせ　住民課生活係　電話：０１２５－６８－２１１２

移動献血車による献血のお知らせ
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おしらせおしらせ
　新年度を迎えてひと月が経ち、４月から新たな生活が始ま
った子どもたちも今の環境に慣れてきた頃でしょうか。
　農村センター図書室では、人気作家の最新作や子どもたち
に人気の怪談絵本、声に出して読みたくなる創作落語の絵本
などが入荷しました。多くの方のご利用をお待ちしておりま
す。

新
刊　図

書
案
内

開
館
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時

休
館
日

　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

児童書　１３冊

一般書　４冊

次回は一般書を中心にご紹介します！ 

『ミミナシホーイチ』
小泉　八雲/原作　円城　塔/翻案
長田　結花/絵　　東　雅夫/編

　盲目の琵琶法師・ホーイチは、
ある者に壇ノ浦の合戦を語り聞
かせよと頼まれて･･･。絵本で
楽しむ小泉八雲の代表作。

『早口ことばがじゃまをする』
桂　三実/原作

あおき　ひろえ/文・絵
　
　令和６年ＮＨＫ新人落語大賞
を受賞した桂三実の創作落語が
絵本に！
　お母さんの出産で病院に急ぐ
コウタとお父さんを、リアルに
なった早口言葉が邪魔しにかか
る！

『豊臣家の包丁人』
木下　昌輝/著 

　豊臣兄弟に見込まれた包丁
人・大角与左衛門。豊臣家の出
世を支え、栄光から滅亡までを
見守った一人の男にスポットを
当てた歴史エンターテインメン
ト。

だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　混雑をさけるため、予約制での開催といたしますので、事前にお申し込みをお願いします。
　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

日　　時：５月１６日（土）
　　　　　１１時３０分～１３時３０分
　　　　※１１時３０分から３０分ごとの時間予約制です。
開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）

※会場が使用できない場合は中止となります。

メニュー：カレーライス
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
申 込 先：電話　０９０－２８１１－８１９６
　　　　　代表　鎌田　眞美

かっこいいピンクをさがしに なかむら　るみ 福音館書店

ダーウィンの「種の起源」　はじめての進化論 サビーナ・ラデヴァ 岩波書店

文豪×ミステリー傑作集　文豪の書斎は謎で
満ちている　疑惑　～思いがけない結末を～

芥川龍之介　　
星　新一　ほか 汐文社

０. １. ２.えほん　おっととっと 柿木原　政広 福音館書店

せかいはすきであふれてる 大森　裕子 KADOKAWA

デコピンのとくべつないちにち ファニー・リム ポプラ社

怪談絵本　いただきます。ごちそうさま。 加藤　休ミ 岩崎書店

幼児絵本ふしぎなたねシリーズ
さかなをたべたあとのほね 加藤　休ミ 福音館書店

早口ことばがじゃまをする あおき　ひろえ 理論社

アレクサンダとぜんまいねずみ
ともだちをみつけたねずみのはなし レオ＝レオニ 好学社

八雲えほん　ミミナシホーイチ 長田　結花 岩崎書店

うろおぼえ一家のおかいもの 出口　かずみ 理論社

ぼくのいえ 鈴木　のりたけ PHP研究所

クラシックカー大全 小國　麻実 河出書房新社

豊臣家の包丁人 木下　昌輝 文藝春秋

最後の一色　上 和田　竜 小学館

最後の一色　下 和田　竜 小学館
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HEALTH INFORMATIONHEALTH INFORMATION 福祉課保健指導係（保健センター）
電話：０１２５－６９－２１００

帯状疱疹ワクチン接種（任意接種）について
　帯状疱疹ワクチンは令和７年度から定期接種となりましたが、町では定期接種対象者に加え、５０歳以上
の町民を任意接種の対象者として接種費用の助成を行っています。接種には『予診票』が必要です。
　希望される方は必ず保健センターにご連絡ください。

任意接種対象者　浦臼町に住所を有する方で、接種日に５０歳以上の方
　　　　　　　　※定期接種対象者（令和８年度に６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳
　　　　　　　　　になる方）には個別に案内を送っています。

接種の流れ
　①接種を希望する方は、保健センターに連絡し、「予診票」を受け取ります。
　　　申込み先：浦臼町保健センター（ＴＥＬ）０１２５－６９－２１００
　②接種できる医療機関に接種の相談、予約をします。
　　※接種可能な医療機関については、予診票送付時にご案内します。
　③予診票を記載し、医療機関でワクチンを接種します。

ワクチンの種類や効果・自己負担額など　＊助成を受けられるのは、下記ワクチンのいずれか一方です

帯状疱疹とは
　過去に感染した水ぼうそうのウイルスが原因となり、ストレスや加齢など免疫力が低下した際に再び活性
化して発症します。発症すると、体の片側の一部にピリピリとした痛みや赤い発疹が出てきます。中には皮
膚症状が治った後も、帯状疱疹後神経痛と呼ばれる長い痛みが続くことがあります。

帯状疱疹は早期治療が重要です
　早く治療を始めれば、発疹の痕も少なく合併症も起こりにくくなります。発症しても気がつかないことも
少なくありませんが、ピリピリした痛みや発疹の症状があったときは、すぐに皮膚科を受診しましょう。

※予診票がないと、
助成が受けられません。

生ワクチン（水痘ワクチン） 組換えワクチン（シングリックス）

接種回数・方法 １回（皮下注射）
通常、２ヶ月以上の間隔をおき２回接種

（筋肉内注射）

自己負担額
（窓口支払額）

４, ０００円
８, ５００円×２回

（合計　１７, ０００円）

予防効果
接種後１年時点で６割程度
接種後５年時点で４割程度

接種後１年時点で９割以上
接種後５年時点で９割程度
接種後１０年時点で７割程度

帯状疱疹後神経痛
予防効果

接種後３年時点で６割程度 接種後３年時点で９割以上

副反応
注射部位の発赤・かゆみ・熱感
腫れ・痛み、倦怠感など

注射部位の痛み・発赤・腫れ、
筋肉痛、疲労、発熱、頭痛など

（厚労省「帯状疱疹の予防接種についての説明書」より）
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自動車運転免許更新時講習会
　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自宅
に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、滝
川警察署砂川警察庁舎等で更新の手続き（申請等）
を済ませ、「優良講習」対象者に該当するかどうか
確認の上、受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月の
間に行ってください。

と　き　５月２１日（木）・１８時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）
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最終処分場放流水水質検査結果（３月分）
項目

採取日

水素イオン
濃度

〔ｐＨ〕

浮遊物質量 生物化学的
酸素要求量

〔ＢＯＤ〕

化学的
酸素要求量

〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕

全窒素

〔ＳＳ〕 〔Ｔ－Ｎ〕

7.9 1.7 3.21未満 0.5
基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下

3月12日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　３月２５日野　澤　信　子　さん　８６歳　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第３

おくやみ申し上げます

ご厚志ありがとうございます

〇社会福祉協議会へ
故人の生前のお礼として
澤　　　俊　平さん　　　　　晩生内第１
（故　澤　　　俊　夫さん）　５万円

野　澤　浩　一さん　　　　　鶴沼第３
（故　野　澤　信　子さん）　３万円

編 集 後 記

男 745人（－ 2人）　女　　779人（－8人）
計 1,524人（－10人）世帯数　763戸（－1戸）

（　）内は前月との比　■３月末現在

　またまた、広報を担当させていただくことと
なりました稲部です！昨年の６月に異動してか
ら約１０ヶ月で、また戻ってくるという形にな
り自分でもびっくりしております。今後、各イ
ベントにカメラを持って登場することが多々あ
ると思いますので、声をかけてくれたら嬉しい
です。よろしくお願いします！（稲部）

有料広告
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４／７　大石陽進氏が北海道指導農業士に認定

　平成１０年から北海道農業士として、農業経営の相談役や新たな
栽培技術導入に活躍されてきた大石陽進氏が、北海道より北海道指
導農業士の認定証を授与されました。
　北海道指導農業士とは、経営実績が優れ、次代の農業の担い手の
育成に強い熱意と指導性があり、地域のリーダーとしても活躍が期
待される農業者を北海道知事が認定する称号です。
　大石氏は、「地域全体で農地を維持するためには新規参入などの
農業後継者の確保が重要であり、自分が今まで培った経験や知識を
次世代の農業者に還元していきたい」と認定後の抱負を語られてい
ました。

３／１６　野中　孝次氏　令和８年高齢者叙勲（旭日単光章）を受章

　永年にわたり、浦臼町議会議員などの職を歴任された野中孝次さ
んが、役場にて旭日単光章の伝達を受けられました。
　野中さんは、平成７年４月に浦臼町議会議員初当選以来３期１２
年にわたり、地方自治の振興と住民福祉の向上、地域社会の発展に
尽力されました。また、平成１１年４月から平成１５年４月までの
４年間は、監査委員を務め、町行財政の執行について厳正かつ公平
に監査するとともに、健全な財政運営に向けた提言を行うなど、地
方自治の発展に貢献された功績が認められ、このたびの受章となり
ました。
　野中氏は、「このような章を賜り、身に余る光栄です。米寿を迎
え今後とも健康に留意し、町民の皆さまと共に楽しく過ごして参り
たいと思います。今後ともよろしくお願いします。」と受章の喜び
を語りました。

３／６　北伸建設工業株式会社地域貢献活動

　北伸建設工業株式会社による地域貢献活動が行われました。
　４月の公園オープンに向けて、鶴沼公園の倒木や倒れた鉄柱の撤
去、いこいの森公園散策路の整備を実施していただきました。

３／２６　ゆる eスポーツ体験会開催

　多世代交流施設「えみる」にて地域おこし協力隊の中根隊員によ
るゆるeスポーツ体験会が行われました。参加した小中学生は、初
めてプレイするLeague of Legends:Wild Rift（５人１組のチー
ムを作り、戦いながら相手の本拠点を目指すゲーム）でしたが、コ
ミュニケーションを取りながら白熱した戦いを繰り広げていました。
参加者からは「難しかったけど、協力してうまくいくと楽しい。オ
ンラインでも戦ってみたい」と話していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　リーグ　　　オブ　　  レジェンド　　ワイルド　 リフト
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４月１日　認定こども園なかよし入園式

４月７日　小学校入学式

４月７日　中学校入学式

４月９日　高齢者大学みどり学園入園式
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